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演題叩惰りたい、歩きたいjの思いを電鍵し
て学んだこと」　4番病棟　有壌土ん

介護福祉士さんの『患者参加型計画』の取り組みの報告。

まず患者さんの思いを聞くことで、患者さんの本当の願い

「帰りたい、歩きたい」をつかみました。そこで、体操な

どを具体的に提案し実践。患者さんと密に接している様子

がうかがえました。次回は、看護師やリハスタッフも加わ

ったチームでの関わりの発表を開けると楽しみにしてい

ます。

学習I r看護挿特定能力認証制度についてJ

オペ室　畢額師長・さ東　宮奉告鳥

厚生労働省が導入しようとしている『特定能力認証制度』

についてわかりやすく説明してくれました。「はじめて詳し

い内容を知ったJ r医行為をするために看護師になったので

はない、もっと患者さんやご家族のそばできめ細やかなケ

アをしたい」「この制度には絶対反対Jなどの感想が寄せら

れました。この蟻で反対署名が提起され、多数寄せられま

した。

学習Z r友の会活動報告
～零心して住みつつけられる手ちつくを～」

友の会：加贋等事稚局長
私たちのパートナーである『友の会』の活動について報

告していただきました。おなじみ「健康相談会」「友の会

旅行jだけでなく、「平和を守る取り組み」「熱中症予防

地域訪問J r病院花壇の手入れ」など、たくさんのあまり

知られていない取り組みについて知る機会になりまし

た。加架谷さん、熱心なお話ありがとうございました。

更なる会長拡大めざして、聴員は全員入会しましょう！

参加者鯵川名　2013年度の看護ゼミがいよいよ始まりました！

凍釣魚看護ゼミ惨さ月和白です。演題発表捗1番”“2階上学習企

画旛“院内薬局’です。み窄まんの参加をゼミ季長一同訴持ちしてい

さす。


